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注  意 

１．問題の内容についての質問には応じません。 

２．問題枚数は各科目１枚です。 

３．関数電卓（電池式・ソーラー式）の使用を認めます。ただし，電子辞書機能，

プログラム機能の無いものとします。 
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1. 非同次の線形微分方程式 𝑦′′ − 4𝑦′ − 5𝑦 = sin 𝑥：① について、次の手順で一般解、特殊解を求めなさい。 

(1) 同次方程式𝑦′′ − 4𝑦′ − 5𝑦 = 0：② の特性方程式から基本解を求めなさい。具体的には、指数関数𝑦 = 𝑒𝜆𝑥

について𝑦′と𝑦′′を求め、②に代入して𝜆の解として求めること。 

(2) (1)の結果から、② の一般解を求めなさい。なお、特性方程式の解が実数解の場合、一般解は𝑦 = 𝐶1𝑒𝜆1𝑥 +

𝐶2𝑒𝜆2𝑥（𝐶1，𝐶2は任意の定数）で与えられる。 

(3) 次に、式①の特殊解を𝑦 = 𝛼 sin 𝑥 + 𝛽 cos 𝑥：③とおいて求めなさい。具体的には、式③について𝑦′と𝑦′′を

求め、式①の左辺に代入して右辺と比較することにより𝛼，𝛽を求めること。ただし、𝛼，𝛽は定数である。 

(4) (2)(3)より、①の一般解を示しなさい。 

(5) (4)より、𝑦(0) = 0，𝑦′(0) = 0を満足する特殊解を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ベクトル場𝑨 = 𝑥𝒊 + 𝑦𝒋 + 𝑧𝒌で与えられるとき、次の問いに答えなさい。ただし、𝑟 = |𝑨| ≠ 0とする。 

(1)スカラー場𝑟の勾配𝜵𝑟を求めなさい。      (2)ベクトル場𝑨の発散𝜵 ∙ 𝑨を求めなさい。 

(3)ベクトル場
𝑨

𝑟3
の発散𝜵 ∙ (

𝑨

𝑟3
)を求めなさい。  (4)ベクトル場𝑟3𝑨の回転𝜵 × (𝑟3𝑨)を求めなさい。 

 




